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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号
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鳥取豊岡宮津自動
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長岡京跡右京第
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開田古墳群

ながおかきょうしか
いでんにちょうめ

長岡京市開田２
丁目

26209
107
80
63

34°55′33″ 135°41′53″
20101220

～
20110303

420 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

由里古墳群

石田谷古墳群

石田城跡

石田谷遺跡第２・
３次

古墳

古墳

城跡

集落跡

古墳

古墳

中世

弥生～中世

埋葬施設（石棺・木棺）

なし

土塁・堀切・掘立柱建物

竪穴建物・谷地形・掘立
柱建物・柱穴・溝・土坑

鉄製品

近世陶磁器片

弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器・石仏・
五輪塔

縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・
黒色土器・瓦質土器・陶磁器・石製品・
鉄製品

人骨出土

長岡京跡右京第
1067次・開田遺跡・
開田古墳群

都城跡
集落跡
古墳

古墳～近世 溝・土坑・方墳 須恵器・土師器・陶磁器・瓦・鉄製品

東羅13号
墳

所収遺跡名 要 約

由里古墳群
石田谷古墳群
石田城跡
石田谷遺跡第２・３次

　
　由里古墳群では古墳を２基確認した。山城の造成などによって墳丘部分は失われていた。
１号墳では石棺を用いた主体部を検出し、石棺内からは２体の人骨が出土した。石棺の床
面には礫が敷かれており、副葬品として鉄斧とヤリガンナが出土した。人骨の分析により
古墳時代前期の墓の可能性が指摘できる。２号墳では木棺直葬の主体部を１基検出し、棺
内から鉄剣が１点出土した。遺構は近世以降の墓によって撹乱を受けていたが、棺痕跡の
底部が舟底状を呈しており、舟形木棺が採用されていたと考えられる。
　石田谷古墳群では、古墳に関する遺構・遺物は確認できなかった。
　石田谷遺跡では、主要な遺構として弥生時代後期の竪穴建物１棟、奈良時代から平安時
代の掘立柱建物２棟や柱穴を検出した。竪穴建物からヤリガンナが出土した例は少なく、
墳墓における鉄器保有率の高いこの地域の生活を知る上で貴重な成果である。奈良時代か
ら平安時代の遺構についてはこれまで当遺跡では確認されておらず、建物２棟が同じ地点
に建てられていること、一定量遺物が出土していることから集落が一定期間営まれていた
ことが明らかになった。また、谷地形からは弥生時代中期から古墳時代前期の残存率の良
い土器群が多量に出土した。土器の中には装飾器台や内面が朱で彩色された片口の鉢、朱
が付着した磨り石など一般的な集落で見られないものが含まれ、上流部分で祭祀行為が行
われていた可能性がある。

長岡京跡右京第1067次・開
田遺跡・開田古墳群

　調査地は、長岡京の五条大路と西一坊大路の交差点南東側に相当する地点であるが、長
岡京期の遺構は布目瓦を含む土坑のみである。中世の溝や近世の土坑群を確認した。性格
は不明である。調査地東側には旧西国街道が南北に通じており、調査地は街道沿いの家屋
の裏部分にあたることから、宅地の裏庭に設けられた廃棄土坑とみられる。
　開田古墳群の遺構として古墳時代中期の方墳の周溝を検出した。一辺約7.5ｍの小型方墳
に復元でき、周溝内から初期須恵器を含む５世紀の遺物が出土している。埋葬施設は、後
世の削平のため残存していなかった。調査地周辺では、削平された古墳群が確認されてお
り、開田古墳群の支群である東羅支群として捉えられている。東羅支群では、これまでの
調査で12基の古墳が確認されており、今回の調査で、さらに１基の古墳を追加することに
なった。　


